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1. はじめに 

 グローバル化の進展に伴い景観の均質化・画一化が進む

一方で、地域の歴史的風土に根ざした地域固有の景観に対

する再評価が進んでいる。このような文脈の中で、「『自然

と人間との共同作品』であり、人間社会又は人間の居住地

が、自然環境による物理的な可能性と制約のなかで、社会

的・経済的・文化的な内外の力に継続的に影響されながら、

どのような進化をたどってきたのかを例証するもの」

(UNESCO 1992)1)と定義される「文化的景観」への関心が高

まっている。それに伴い、各国で世界遺産登録や地域振興

を目的に調査研究が活発に行われているが、特に農林水産

業に関連する文化的景観の場合、自然環境や土地利用など

景観の物理的な側面と、生活・生業など景観形成の背景に

ある社会的・経済的・文化的な側面とが密接に結びついて

おり、相互の関係性に着目することが重要である。 
 研究対象としたパラオ共和国（以下、パラオ）は、太平

洋島嶼のミクロネシアに浮かぶ約350の島よりなる島嶼国

家である。ICOMOSは、太平洋島嶼における文化的景観に

ついて、島嶼という狭小な環境に人々が適合する上で発達

した植物栽培に関連した文化的景観に特色があり、園芸

(Horticulture)、農耕(Agriculture)、育林(Arboriculture)を通して

固有の景観が形成されてきたと述べている 2)。しかしなが

ら、この報告書は、地域全体に共通する要素の概略と候補

地のリスト化に留まり、具体的なフィールドでの調査研究

は今後の課題とされている。また、太平洋島嶼における植

物栽培に関しては、「アグロフォレストリー」と呼ばれる「一

つの土地単位において、樹木を栽培し、樹間で農作物の栽

培や家畜の飼育を行う統合的な土地利用と行為の総称」

(B.O. Lundgren 1982)3)が着目されている。しかし、アグロフ

ォレストリーの既往研究では、環境保全機能や持続性に関

するもの 4）、経済性に関するもの 5）が主であり、文化的景

観の観点からアグロフォレストリーを扱った研究は見当た

らない。 
 さらに、パラオの文化的景観に関しては、パラオ最大の

島であるバベルダオブ島に、1500-1900 年に形成された石

畳のある伝統的集落が存在するとされている 2）。それらの

集落については、1900 年代のKramer による空間構造や社

会構造の詳細な調査 6)、1920-40年代の土方による民俗学的

調査と絵画作品 7)、および現代におけるRita による考古学

的調査とオーラルヒストリー調査が行われている 8,9）。また、

飯田らは日本植民地時代と現代の地図との比較から約一世

紀にわたる集落分布の変遷を明らかにし、合わせて流域圏

を基盤とした持続的土地利用を分析している 10）。しかしな

がら、それらの歴史的資源や土地利用だけでなく、現代の

人々の生活・生業の実態を含めて、文化的景観という観点

から集落に着目した研究はほとんど行われていない。 
 そこで本研究では、バベルダオブ島の伝統的集落（1）を対

象に、集落の空間構造の歴史的変遷と現況の土地利用・植

生と微地形との対応（景観の物理的側面）、および植物栽培

を中心とした生活・生業の実態（景観の社会的・経済的・

文化的側面）を分析し、加えてそれらの相互関係を考察す

ることで、集落の文化的景観の実証的な解明を行った。 
 
2. 研究の手法 

2.1 研究の対象地 
 研究対象としたバベルダオブ島は、北緯7度3分、東経

134 度 3 分に位置し、人口約 6000 人、面積 331km2を有す

る。この島は、ミクロネシアの中でも生物多様性が最も豊

かな地域であるが 11)、現在、島内開発に伴う自然破壊や地

球温暖化による環境問題が顕著となってきている 12)。 
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 本研究では、石畳の保存状態が良く、

パラオで最古のアバイ(２)と呼ばれる伝

統的集会所が存在するなど、歴史的環

境が良く維持されているアイライ集落

を事例として選定した(写真１・２)。 
2.2 分析の手法 

 まず、第一に、Kramer による 1900
年代の文献資料の解読と現況の集落空

間の実地調査を行い、アイライ集落の

空間構造の歴史的変遷を明らかにした。 
 第二に、植生と土地利用の調査を行

った上で、植生を反映した土地利用図

を作成した。そして、土地利用と微地

形との対応から、一定の環境条件を有する区域を分類した。

その際、既存データに米国農務省の衛星画像を用いた植生

図が存在するが、集落スケールの分析に資する精度ではな

いため、新たに500分の1の土地利用図を作成した。 
 第三に、人々の生活・生業の実態を、集落の全世帯（34
世帯）を対象としたアンケート調査から明らかにした（有

効回答19世帯）。質問項目は、集落とその周辺環境での植

物利用、漁労と狩猟、コミュニティ活動である。なお、植

物利用に関しては、パラオにおける伝統的な有用植物の既

往調査と 13-14）、予備調査において出現頻度の高かった植物

を合わせ、合計50種類の代表的な植物を対象に、植物の利

用の有無と用途と採取場所を選択形式で聞いた。 

 最後に、上記の分析を統合し、環境の分類毎に景観の構

成要素と人々の生活・生業をまとめ、相互の関係性を考察

した。それを踏まえ、集落の文化的景観を構成する空間的・

文化的なまとまり（景観ユニット）を導きだした。 
 なお、上記の分析に関する現地調査は、2009 年 8-9 月、

2010年2-3月に実施した。 

 

3. 分析結果 

3.1集落の空間構造の歴史的変遷 
(1) 1910年の集落の空間構造 

 アイライ集落は、沿岸部に半島状に

突き出した標高約 10m の海岸段丘面

を中心として立地している。半島の付

け根部分は標高の低い湿地があり、そ

の北東と南西には小川が流れ、マング

ローブ林を通って海へと注いでいる。 
 1908-1910 年にクラマーによって作

成されたアイライ集落の地図からは、

半島の中心部に、集落のシンボルであ

る３棟の酋長のためのアバイが設けら

れていたことが分かる(図1-A)。そして、

そこから東西南北に十字の石畳が伸び、

集落の基礎的骨格を成していた(図
1-B)。集落は三方をマングローブと海

に囲われているが、北、南、西へ伸び

る石畳とマングローブが接する箇所には、集落への出入り

口である船着場が設けられていた(図1-C,D,E)。 
 さらに、集落周辺には、海を隔てて南 500m にロックア

イランドと呼ばれる古代の珊瑚礁が隆起して出来た島が位

置し、集落から石橋が設けられていた(図 2-F)。この島は、

急な斜面を有する石灰岩質の土地であるため耕作や人が住

む場所としては適さないが、アイライ集落の部落神である

Medegeipelau の母が埋められているという神話があり、信

仰の対象となっている 6）。 
(2) 集落の空間構造の現況と変遷 

 Kramer による地図作成から一世紀が経過した今日の集

落構造を見ると、交通手段が船から車に変化したことに由

来する二つの変化が見られる。一つは、新たな舗装道路が、

石畳の中心部を避け北からおよび南から回りこむように設

けられ(図 2-G,G’)、それに合わせて石畳沿いにあった家屋

の半数以上が、舗装道路沿いへと移動している。もう一つ

は、三つの船着場のうち、南側のものは毎日頻繁に利用さ

れているが(図2-C)、北と西のカヌーハウスは消失し、船着

場もまれに利用されるのみとなっている (図2-D,E)。 
 そのような変化が見られる一方で、集落の基礎的骨格で

あった石畳は、北側の一部と西側の一部の石畳が舗装道路

に置き換わった箇所を除きそのままに保全されている(図
2-B)。また、石畳の接点に建てられた三棟のアバイも、現

在一棟が残っている。これは1850年頃建てられたパラオで

現存する最古のアバイであり、現在でも集会所として利用

されている(図2-A)。 

 また、ロックアイランドへの石橋は、現在は、途中で途

切れてしまっている上、上部に木々が覆い茂っている(図
2-F)。しかし、第二次世界大戦中に集落の人々が身を潜め

た洞窟があり、しばしば人々がそこへ訪れる他、浜辺が子

供達のレクリエーションの場ともなっており、現在も集落

との結びつきが強い場所である。 
3.2 土地利用と微地形による環境の分類 

 次に、植生と土地利用の調査を行った上で、植生を反映

写真１：石畳 

写真２：アバイ 

図２：2010年のアイライ集落図１：1910年のアイライ集落
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した土地利用図を作成し、微地形との対応から、一定の環

境条件を有する区域を分類した（図３）。その結果、集落中

心部には生活や生産の場としてアグロフォレストリーが形

成され、その周囲に湿地林、マングローブ林、高地林、石

灰岩林などの人為的介入度の低い自然林や草地が土地の自

然条件の秩序に沿いながら展開していることがわかった。

また、アグロフォレストリーには、Mekesokes（住戸まわり

の園芸空間）、Telemetamel（育林地）、Mesei（湿生タロイ

モの水田）、Sers（畑地）の四種が見られた(３)。以下に、そ

れぞれの特徴を述べる。 
 Mekesokes は、個人の家周りの園芸空間で、石畳や舗装

道路沿いに点在する。それらは、主にゆるやかな傾斜をも

つ海岸段丘面に立地し、一部マングローブ林脇の谷底低地

に存在する。ここでは、ビルナッツ、ココナッツ、マンゴ

ーなどの高木の果樹、バナナやパパイヤや柑橘類などの低

木の果樹、クロトンやティプラントといった薬用および観

賞用の灌木、および種々の草本類が植えられている。これ

らの多様な植物は、高木、亜高木、低木、草本までの各階

層にわたって、限られたスペースを最大限活用して栽培さ

れている。この家周りの園芸空間は、石畳沿いの古い家だ

けでなく、舗装道路沿いに新設された家でも等しく見られ

る。有用植物の栽培や利用といった人々の営みは、現代に

も広く継承されている。なお、集落内の石畳沿いに存在す

る典型的な住戸をみてみると、植栽植物が、住戸とその前

に設置されたお墓を囲む石の基礎（４）を取り囲んでいる（図

４）。石畳沿いに、この居住空間の単位が連なることで、特

色ある集落景観が形成されている。 
 Telemetamelは、Mekesokesと同様有用な植物が植栽され

ている空間で、海岸段丘面を中心として広がっているが、

その周囲の海岸段丘崖、丘陵斜面、谷底低地、谷壁斜面な

どの一部にも形成されている。ここでは、Mekesokes と類

似の構成種が多いが、Swietenia macrophylla や Serianthes 
kanehirae などの家材や生活用具として利用される樹木が

多く含まれていることが特徴で、逆に観賞用の灌木や草本

作物はほとんど存在しない。また、Mekesokes では下草が

管理され美的に整えられているのに対し、Telemetamelでは

管理がより粗放的である他、植物の利用頻度も Mekesokes
に劣る。しかし、人々は崖や丘陵や湿地など居住には不適

な土地に対しても積極的に有用な植物を育てている。なお、

以前はMekesokesであったと考えられる石の基礎又は墓が

現存する場所も、現在は Telemetamel となっており、両者

は人為の介入の度合いにより可変的であることが分かる。 
 これらの二種類の林の周囲には、Mesei と呼ばれる湿生

タロイモの水田とSersと呼ばれる畑地の農耕地が広がって

いる。両者とも、林との明瞭な境はなく、田畑の内部にも

随所に有用な木々や草本が植えられている。また、それら

の農耕地で作られる作物は、一部は自家用に利用されるが、

余剰は市場へ売られ現金収入源となっている 15)。 
 Mesei は、パラオ人の主食の一つである湿生タロイモが

栽培されている水田で、アイライ集落では集落北西部の湿

地に近い平らな海岸段丘面から谷壁斜面にかけてまとまっ

て立地し、複数の世帯が個々の区画を持ち耕作を行ってい

る。ここでは、土壌浸食や水の沈滞を阻止する灌漑整備が

行われている他、バナナの葉等を覆いや堆肥として利用す

る伝統的手法による農耕が営まれている。 

 

 

図３：微地形と土地利用による環境の分類 

 

 
図４：家周り植栽
空間Mekesokesの
平面図 
 
Ap: Apple Sp.  
Ba: Banana 
Be: Betelnut palm 
(平面図中の記入
の な い 樹 木 : 
Betelnut palm) 
Br: Bread fluits 
Ci: Citrus fruits 
Co: Coconut palm 
Cr: Croton 
Mah: Mahogany 
Man: Mango 
No: Noni 
Pa: Papaya 
Ti: Ti plant 
Ot: Others 

- 99 -



 
 
 
 
 
 
 

（社）日本都市計画学会 都市計画論文集 No. 45-3  2010年 10月
Journal of the City Planning Institute of Japan No. 45-3, October, 2010

 

 

 Sersでは、キャッサバイモや乾性タロイモや、オクラや

ナスなどの野菜が栽培されている。特に、東側の海岸段丘

面に広がる畑地と、北西側の丘陵斜面に広がる畑地の規模

が大きい。しかし、北西側の畑地は、近年外国人労働者が

土地を借りて商業目的に始めた新しいものであり、化学肥

料を使用するなど従来のパラオ人による栽培作物の転作や

移動性焼畑を行う農耕とは異なる。 
 以上の四種類の土地利用では、園芸、農耕、育林、およ

び犬や猫、鶏などの家畜の飼育が混在する複合的な土地利

用となっており、それぞれアグロフォレストリーの一種で

ある。これらの土地利用形態は、土壌浸食を最小限に抑え，

有機物の循環をうむ持続可能型の土地利用である 4)。これ

らの四種のアグロフォレストリーによって形成される領域

には、アバイのある芝生の広場や未利用地も存在する。ま

た、MekesokesとTelemetamelの二種の林は、石畳やアバイ

などの歴史的遺産を取り巻くように展開している。石畳や

アバイは単体でも価値を有するものであるが、周囲の林と

一体的に存在することによって、伝統的な集落景観が特徴

づけられていると言える。 
 一方、それらのアグロフォレストリーの周辺

には、人為的介入度の低い自然林や海が展開し

ており、環境保全型の土利利用となっている。

高地林 (5)は、Campnosperma brevipetiolata や

Parinari laurinaなどが優先する森で、集落の東

側突端の海岸段丘崖と西側の丘陵斜面に存在す

る。湿地林は、小川沿いの谷底低地や谷壁斜面

に形成されており、先の高地林の二種の他に、

ヘゴ科の Sphaeropteris nigricans、ヤシ科の

Pinanga insignisなど湿地環境を好む種が優先し

て生育している。集落より内陸部の丘陵斜面に

は、所々にパンダヌス(Pandanus tectorius)が点在

する草地が存在する。ここには、日本植民地時

代に南洋庁が整備した共同墓地が存在する（6）。

沿岸の汽水域には、マングローブ林が広がって

おり、ヤエヤマヒルギ(Rhizophora mucronata)や
オヒルギ(Bruguiera gymnorhiza)やニッパヤシ

(Nipafruticans Wurmb)などが覆い茂っている。さ

らに、海岸から 500m ほど離れたロックアイラ

ンドの石灰岩質の山地には、Insia bijugaの他、

Badusa palauensisやBikkia palauensisなどパラオ

の固有種も多く生育する豊かな森となっている。 
3.3 人々の生活・生業 

(1) 植物の栽培と採集 
 19 世帯への 50 種類のパラオの有用植物に関

するアンケートの結果、全ての世帯が栽培して

いるものに、湿生タロイモや乾性タロイモやキ

ャッサバなどの主食となる芋類、ココナッツや

バナナなどの果樹、および嗜好品であるビルナ

ッツの6種がみられた（表１・★印）。8割以上

の世帯が栽培している植物は全体の 38%の 19

種で、6 割以上の世帯が利用している植物は、全体の 72%
の36種類にのぼり、多くの世帯が日常的に多様な植物を利

用していることがわかる（図５・左）。なお、それぞれの植

物の採取場所をみてみると（表１・採取場所）、6割以上の

世帯が利用している植物 36 種のうち、34 種はアグロフォ

レストリー内で栽培されているものであり、人々の生活の

中でのアグロフォレストリーの重要性が伺える。湿気に強

い材であるヤエヤマヒルギや伝統的家屋の屋根を葺くニッ

パヤシ、カゴを編むのに用いる草地のパンダヌス、および

パラオで最も堅い材である石灰岩林の Insia bijugaなど、特

殊な自然環境に生育する樹木も、4 割以上の世帯が採集・

利用している。 
 次に、植物の用途を見てみると、50 種類の植物のうち、

44%にあたる22種類の植物は3種類以上の用途に用いられ

ており、一つの植物を複数通りに利用していることがわか

る（図５・右）(7)。最も用途が多いものは、ココナッツで

あり、実を食用とするだけでなく、幹は建材、枝は薪、オ

イルは薬や石けんなどと合計10の用途に用いられる。しか

しながら、世帯毎の植物の用途数の平均を見てみると、ど

表１：植物利用のアンケート結果 

★ : 全世帯が利用している植物  
[利用率] I:1-19%, II:20-39%, III:40-59%, IV:60-79%, V:80-100%   
[用途] F: 飲食 B: 建材 C: 服飾 D: 装飾 Fw: 薪 Fe: 肥料 M: 薬 P: 毒 So: 石鹸 Sh: 儀式 (ベビー
シャワー) T: 道具   
[採取場所] A: アグロフォレストリー G:草地 L:石灰岩林 M:マングローブ林 S:湿地林 U:高地林 
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の植物においても世帯を合計したのべ用途数に比して少な

くなっており（表１・合計用途数と平均用途数）、世帯によ

っては食用など限られた目的のみに利用するなど用途方法

にばらつきがみられる。果樹やイモ類や野菜などの作物に

関しては、現在でも集落内における栽培から自足的に得て

いるものが多いが、賃金労働と貨幣経済の浸透や輸入品の

増加などにより、植物の利用に変化が生じていることが推

測される。 
 用途毎の植物数を見てみると、飲食用として用いられる

ものが 32 種と最も多く、続いて薬用が 22 種、建材が 19
種、薪が14種、装飾用が14種と続いている。しかし、そ

れら個人の日常生活に直接結びつく用途の他に、儀式や冠

婚葬祭など伝統的な風習や集落行事に結びついた植物利用

にも多くの植物が用いられている。例えば、第一子誕生の

儀式であるベビーシャワーでは、身を清めるためターメリ

ックとココナッツのオイルを混ぜた液体が妊婦の身体に塗

られる。また、ベビーシャワーをはじめ、葬式や家の新築

といった親戚の大勢集まる場面では、来場者に大量の食糧

をふるまう風習に則り、タロイモやキャッサバイモをふか

してティプラントの葉に包んだ伝統食がふるまわれる。 
(2) 漁労と狩猟 
 植物利用の他に、人々は沿岸のマングローブ林や藻場や

珊瑚礁で漁労や高地林での狩猟を行っている。漁労の頻度

としては、少なくとも週に一度は行く世帯が60%を越え、

全く漁労を行わない世帯は11%のみである（図６）。一方、

狩猟は法律で禁止されており、全く行わない世帯も多いが、

週に一度は行く世帯も34%存在する。20世紀以降の日本や

米国などによる植民地支配により近代的な教育・就業のシ

ステム整備が進み、貨幣経済も浸透した。そのため、現在

は男性も女性も多くが集落の外で仕事を持っており、ライ

フスタイルは大きく変化している。完全な自給的生活であ

った一世紀前と比較すると大幅に減少したと推測されるが、

先に見た植物利用に加え、漁労や狩猟を通して、現代にお

いても比較的多くの世帯が半自給的な生活を営んでいる。 
(3) コミュニティ活動 

 集落の人々は、石畳や舗装道路やアバイの補修や草刈、 
 

水田の灌漑整備や水路の清掃、マングローブ林を通る運河

の整備、ロックアイランドの清掃や草刈などの社会的なコ

ミュニティ活動を行っている。日本統治時代に、南洋庁は

これらの集落を維持するために共同で行う自治的な活動を

勤労奉仕と呼び推奨した。そのため、現在でもパラオの人々

に「キンロウホウシ」と呼ばれている。なお、アイライ集

落では、78%の世帯が少なくとも月に一度はコミュニティ

活動へ参加している（図６）。活動に際しては、食糧を持ち

寄ったり、歌ったり踊ったりなど余暇的活動が合わせて行

われることが多く、コミュニティ活動が住人同士の結びつ

きや集落の自治機能を保つことに繋がっていると言える。 

 
図５：植物の利用率と植物の用途数 

 
図６： 漁労・狩猟・コミュニティワークへの参加の頻度 

 
3.4 文化的景観の構造 
 以上の分析を統合して、図３に示した「微地形と土地利

用による環境の分類」毎に、景観の構成要素と人々の生活・

生業をまとめ、相互の関係性を整理した。そして、一定の

空間的・文化的なまとまりを有する区分を、集落の文化的

景観を構成する景観ユニットとして導きだした（表２）。 
 人々は、住戸周りの園芸空間であるMekesokesやその周辺

の育林地であるTelemetamel、およびMeseiやSersといった農

耕地において、植物栽培や家畜飼育を通して積極的に自然

に働きかけアグロフォレストリーを形成している(表２・景

観ユニットA1-13)。そこは、集落の生活や生業の拠点とな

っており、個人の住戸の他、アバイや船着場が立地する他、 
 表２：文化的景観の構造 
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石畳や舗装道路が個々の要素をつないでいる。加えて、そ

れらの周辺には、草地、高地林、湿地林、マングローブ林、

藻場や珊瑚礁、石灰岩林が微地形に沿って展開しており、

人々は植物採集、漁労や狩猟、レクリエーションを通して

多様な自然資源を利用している(表２・景観ユニットB1-9)。
また、景観ユニットの一部は、風習や信仰など人々の精神

性とも密接に結びついている。加えて、集落においては、

個人的活動の他にも、石畳やアバイ、湿生タロイモの水路

やマングローブ林の運河、信仰の対象であるロックアイラ

ンドなどの公共物に対してのコミュニティ活動が行われ、

集落空間が維持されている。 
 このように、島嶼の狭小な土地や微地形などの自然環境

の物理的な可能性と制約の中で、人々はアグロフォレスト

リーでの持続可能型の土地利用や、周辺環境での環境保全

型な土地利用など、個々の景観ユニットにおいて立地条件

に見合った持続可能な土地利用を形成し、その中で様々な

社会的・経済的・文化的な活動を営んできた。アイライ集

落の文化的景観とは、これらの微地形に即した土地利用と

そこでの人々の生活・生業の結果導かれる微細な景観ユニ

ットの集合体であると言える。 
 
4. まとめと考察 

 本研究では、ミクロネシア島嶼パラオ共和国の伝統的集

落の文化的景観の実証的な解明を目的として、バベルダオ

ブ島のアイライ集落を事例に研究を行った。その結果、以

下の三点が明らかとなった。 
 第一に、集落の基礎的景観構造として、Mekesokes（住戸

まわりの園芸空間）、Telemetamel（育林地）、Mesei（湿生

タロイモの水田）、Sers（畑地）といった持続可能型の土地

利用形態であるアグロフォレストリーが集落中心部に分布

し、その周囲に、草地、湿地林、高地林、マングローブ林、

石灰岩林などの人為的介入度の低い環境保全型の土地利用

が微地形に沿って展開している。特に、Mekesokesと
Telemetamelの二種の林は、集落の骨格をなす十字の石畳や

集会所アバイなどの歴史的構造物を取り囲み、伝統的な集

落景観を特徴づける要素となっている。 
 第二に、アグロフォレストリーや周辺環境における植物

は、飲食用、薬用、建材用、薪用、装飾用、儀式用など人々

の生活・生業と結びついた多様な用途に用いられている。

特に、有用植物50種に関するアンケートでは、37種は現在

でも6割以上の世帯で日常的に利用され、22種は3種類以上

の用途に用いられていた。アグロフォレストリーでは、人々

の園芸・農耕・育林などの植物栽培を通した自然への積極

的な働きかけにより、景観が持続的に維持されている。 
 第三に、一定の空間的・文化的なまとまりを有する 22
の景観ユニットを抽出することができた。アイライ集落に

おける文化的景観とは、これらの微地形に即した土地利用

とそこでの人々の生活・生業の結果導かれる微細な景観ユ

ニットの集合体として成立している。 
 文化的景観は、常に内外の力によって変化しており、固

定的に捉えられるものではない。バベルダオブ島でも、今

後、外国資本による援助や開発、人々の価値観やライフス

タイルの変容により、景観や環境の変化は必至である。ま

た、それが人々の生活・生業に与える影響も大きい。変化

に柔軟に適応していくことは必要であるが、持続可能な発

展のためには、島独自の自然環境や、それと密接に結びつ

いた人々の暮らしや文化を尊重することが重要となってく

る。その際には、集落の文化的景観に今日的価値を見出し

ていくこと、さらには、景観ユニットの相互の連関性や、

景観を維持する人々の生活・生業の重要性を踏まえた上で、

集落の土地利用計画や景観計画等の将来像を展望していく

ことが必要であると考えられる。 
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【注釈】 
(1) 本研究では、伝統的集落の抽出にあたり文献10)を踏まえている。集落

の歴史的変遷の詳細に関しては、文献10)を参照されたい。 
(2) アバイとは、パラオの伝統的な集会所であり、かつては、バベルダオブ

島の全ての集落が複数のアバイを有していた。しかし、第二次世界大戦
中に資材のために解体されたものが多い。また、戦後はコンクリート製
へ建替えが進んだ。1970年代に木造の伝統的アバイの再建が行われたが、
現在でも伝統的アバイを有する集落は数少ない。 

(3) Mekesokes, Telemetamel, Mesei, Sersはパラオ語である。それぞれ適切な
日本語が存在しないため、本論文ではパラオ語を用いた。パラオ語の辞
書（参考文献16））で調べた後、現地住民への確認を行っている。 

(4) 石の基礎とは、家の前に設けられた高さ 20~50cm ほどの石で縁取られ
たものであり、墓が作られているだけでなく、かつては、食材の調理や
籠網などの作業を行う場所として用いられた。しかしながら、現代では、
住戸の新設時に新しく墓を設置することはほとんど見られない。石の基
礎と墓は古くから立地している住戸の特色であると言える。 

(5) 高地林とは、Upland Forestの訳で、火山林 Volcanic Forestとも呼ばれる。
これは、高地にある森のみを指すのではなく、バベルダオブ島の火山性
の土壌に生育する自然林として広く分布する。 

(6) 南洋庁は、衛生上の理由から家と隣接して墓を設けることを禁止し、集
落中心部から離れたところに共同墓地を整備した。現在は、家と隣接す
る墓の使用も復活している。 

(7) 植物の用途数には、外れ値を除去するため、少なくとも二世帯以上によ
って使われている用途のみを換算した。 
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